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2013 年および 2014 年には京都大学アジア研究教育ユニットや同文学研究科の支援を得て、
南京大学の院生を招いて京大でのワークショップ開催を実現した。若手間の論評や民族学博物
館の共同見学会などを図り密な研究交流を実現した、この成果は、『京都大学アジア研究教育
ユニット 報告書 3 2013 年度 京都大学南京大学社会学人類学若手ワークショップ報告論
文集』および『京都大学アジア研究教育ユニット報告書 7 2014 年度京都大学南京大学社会学
人類学若手ワークショップ報告論文集』としてまとめられた。なお、これら 5 冊の報告論文集
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2013 年以及 2014 年在京都大学亚洲研究教育机构（KYOTO UNIVERSITY ASIAN STUDIES 
UNIT）的资助下，南京大学的研究生们来到日本，论坛实现了在日本的召开。除了论坛上的
相互点评，中日的年轻学者还共同参观了日本民族学博物馆等，实现了丰富的学术交流。其
成果为《京都大学亚洲研究教育机构 第三报告书 2013 年度京都大学南京大学社会学人类学
青年学者论坛报告论文集--由‘京都伊拉斯谟计划’应运而生的学术交流》以及《京都大学
亚洲教育机构报告书 7  2014 年度京都大学南京大学社会学人类学青年学者论坛报告论文
集》以上 5 册的报告论文集均已在 KUASU 的主页以及京都大学学术信息知识库（Kyoto 
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平田 昌司（HIRATA Shōji）＊ 
 
文学研究科の平田昌司と申します。今回は上海交通大学から 1 名、南京大学から 4 名、
国立台湾大学から 2 名、中央研究院から 1 名をお招きして開催することが出来ました。心
より歓迎の意を表します。 
この催しの始まりと言うのは、今日ここにいらっしゃる中山さん、福谷さん、このお二人































                                                  






平田 昌司（HIRATA Shōji）＊ 
 
我是文学研究科的平田昌司。这次我们邀请到了来自上海交通大学的 1 位、来自南京大




























                                                  












































































学堂を開いた。1932 年に日本に戻り、東京の満蒙学校に女子部を設け、更に 1935 年には
満州国に赴き、哈爾濱学院に勤めた。『蒙古の奥から』(1922) 、『女性に映じたる蓬莱ヶ島』
(1933) 『女性の踏破せる満蒙』 (1933) 、『感激の思ひ出』 (1942)などの著作を書き留め、
モンゴルと台湾経験を記述している。移動と経歴は頗る特別である。  




                                                  
＊  国立台湾大学歴史学科、助理教授、東京大学大学院総合文化研究科博士。  
1 詳細は以下を参照。顏杏如，〈與帝國的腳步俱進—高橋鏡子的跨界、外地經驗與國家意識〉，《臺大歷史
學報》第 52 期，2013，頁 251-302。顏杏如，〈歌人尾崎孝子的移動與殖民地經驗—在新女性思潮航向夢










































                                                  

























































































































































ブームから始まった中国版「囲い込み（圏地運動）」は、8,300 万畝（訳注：553 万 ha）以
上の農地が飲み込まれ、少なくとも 140 万の自然村と 1 億 2,700 万人以上の小農が消え去
った（张玉林，2015）。このために引き起こされた集団的事件の公的統計が存在しないとは
言え、ある「関係者」のリーク報道では「土地収用により引き起こされた農村の集団的事
件は全国の農村で起きた集団的事件の 65％以上をすでに占めている」2としている。  
これだけではなく、国家全体についても、農業、農村および農民の重要性は都市のため
                                                  
＊  南京大学社会学院社会学系、修士課程。  
1 世界銀行ホームページを参照。http://data.worldbank.org/products/wdi/，最終閲覧 2015 年 12 月
24 日。  
2 網易新聞中心を参照。http://news.163.com/06/0223/02/2AK5JMAF00011GGG.html，最終閲覧 2015











を補完しているのは主に新たに開墾された質の悪い農地であると指摘した（Wang J. et al.，
2011）。実際には、すでに早い段階で流失した耕地がより多く集中しているのは肥沃な土地
で、二期三期作ができる東部であり、新たに開墾された土地は比較的土地が貧弱で一期作


























られる。1949-1982 年までの草創期、1982-2004 年の移行期、2004 年以降の完成期である。
                                                  
3 網易財経を参照。http://money.163.com/12/0725/01/877LUBL300253B0H.html，最終閲覧 2015 年 12
月 24 日。  
4 日本国農林水産省ホームページを参照。http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/zikyu_ritu/013.html，最終

























































































































Ash R F, Edmonds R L.1998. China's land resources, environment and agricultural production[J]. The 
China Quarterly, 156: 836-879. 
Brown. 1995. Who will feed China[J]. Washington, DC: World Watch Institute.  
Godo Y. 2015. The Failure of Land-Use Planning in Japan[M].Economic Planning and Industrial 
Policy in the Globalizing Economy. Springer International Publishing, 115 -123. 
S. Shoji. 2012. Rural land reform and agricultural land committee in post war Japan[J]. 社会科学 , 94: 
141-147. 
Wang J, Chen Y, Shao X, et al.2012. Land-use changes and policy dimension driving forces in China: 
                                                  
5 CSSCI 引用データベースだけでも「土地徴收制度比较研究（土地収用制度比較研究）」に関する論文
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再び議論されることも増えてきた（本間 2011）（久保ら 2012）。 
一方、日本はインドシナ難民の受け入れ後も引き続き、難民受け入れに対する消極的な
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野口  優（NOGUCHI Yū）＊ 
 
1、居延漢簡発見の歴史 
 簡牘の研究は、20 世紀初頭に始まる。1901 年に、イギリスの探検家オーレル・スタイン
Aurel Stein がタリム盆地南縁の尼雅遺跡から 3-4 世紀の中国晋代の木簡 50 枚を発見し
た。また、同年に、スウェーデンの探検家スウェン・へディン Svein Hedin が幻の湖ロプノ
ール Lop Nur を探す探検の際に、楼蘭遺跡から晋代の木簡百二十枚余りを発見した。これ
が辺境におけるはじめての簡牘の発見である。続いて、1907 年に敦煌一帯の調査を行った
オーレル・スタインが河西回廊に点在する漢代の烽燧遺跡から、七百枚余りの簡牘を発見











出土の約八千枚は 1990 年に釈文が、1994 年に図版が公刊された。関所出土の一万二千枚
は、2011 年年末から釈文・図版が『肩水金関漢簡』として順次公刊され、2015 年 12 月時
点で、全 5 冊中 3 冊が刊行されている。 
 加えて、1999 年～2002 年に三度目のエチナ川流域における漢代遺跡の調査が行われた。
今回は 1972・73 年時点で発掘ができなかった烽燧遺跡を中心に発掘が行われた。その結
果、約七百枚の簡牘が発見された。いわゆる額済納漢簡である。額済納漢簡の釈文と図版
は 2005 年に『額済納漢簡』として公刊されている。 






 2、1930 年発見の居延漢簡研究の苦難 
 1930 年に居延漢簡が発見された後すぐに、北京大学・中央研究院・故宮博物院で簡牘の
解読が開始された。しかし、1930 年代末に勃発した日中戦争により研究は中断を余儀なく

























見後 50 年にしてようやく全ての簡の出土地が判明したのである。 
 また、居延漢簡そのものは、日中戦争の戦禍を避けるため、1937 年に香港に輸送された













                                                  
2 居延漢簡研究の苦難の歴史については、冨谷至『竹簡・木簡が語る中国古代：書記の文化史』（岩波
書店、2003 年）を参照のこと。 
3 考古研究所は、1977 年に社会科学院が設立されて以降、社会科学院に所属する。 
4 居延漢簡の香港・米国への輸送について、邢義田氏の「傅斯年、胡適与居延漢簡的運美及辺台」（同
『地不愛宝：漢代的簡牘』、中華書局、2011 年）を参照のこと。 























 そして、居延漢簡の古文書学的研究にとって極めて重要な研究が 1960 年代末に発表さ

















                                                  






9 森鹿三氏の研究は、『東洋学研究 居延漢簡篇』（同朋舎、1975 年）に集約されている。 



































































































                                                  











































































































Davin, Delia. 1999. Internal Migration in Contemporary China . New York: St. Martin’s Press. 
Fan, Cindy. 2002. Marriage and Migration in Transitional China: a Field Study of Gaozhou, 
Western Guangdong. Environment and Planning A. 34: 619–638. 










































                                                  



















トンパたちの中で、70 歳以上の老トンパは全県 (1)でも 10 人に満たない。40 歳以上の中年






















年旧暦の 3 月 5 日）なトンパ法会の実施など3。会員の義務は、協会の決議への参加、協会
の合法的な利益の維持、協会から委任された業務の遂行、協会への状況に応じた資料と情


















収入を持たない場合、トンパ教の大法師は毎年 5000 元、トンパ法師は毎年 3000 元、トン
パ伝承員は毎年 2000 元の補助が受けられる。一方、特定の収入がある場合、トンパ教大









































                                                  






















































































サ ン ニ ー メ イ
はこうした身近さと神秘的な霊魂
の概念を用いて患者の心を慰撫しているのだ。もっとも、なぜ俄哼











































































[7] Robert Paul Weller. Rethinking Pluralism: Ritual, Experience, and Ambiguity.  


















































                                                  
＊
 上海交通大学外国語学部、講師、博士（教育学）。 
1 饒従満『日本現代化進程中的道徳教育』（山東人民出版社、2010 年）、11 頁。 






































                                                                                                                                                           
卜庆刚、柳海民「日本小学道德教科书（东京版）《充实的心灵》的静态分析」，『外国教育研究』
2012 年第 11 号；李祖超「发达国家高校思想政治教育内容与途径比较分析」、《中国高教研究》
2006 年第 12 号；孙淑秋、宋玉忠「日本和韩国公民道德教育的相似性及其启示」、『思想政治
教育研究』2010 年第 3 号など。 
3 谷峪「日本小学现行《道德》教科书述评」、『外国教育研究』2005 年第 3 号、44 頁。  
4 王丽荣「中日爱国主义教育思想的比较思考」、『比较教育研究』2005 年第 8 号，34 頁。 
5 曹能秀、王凌：《论战后日本道德教育的工具化倾向》，《云南师范大学学报（哲学社会科学版）》
2006 年第 38 卷第 3 期，第 40-41 页。 








































                                                  














































                                                  
10 龚颖「蔡元培与井上哲次郎“本务论”思想比较研究——兼论中国近代义务论形成初期的相关问题」，
『中国哲学史』2015 年第 1 号。 
































































































































                                                  
6 金正日「主体思想教養で提起されるいくつかの問題について」http://www.ournation-
school.com/contents/library/lb03/library_lb03_2230/2009-07-30.htm 2016 年 1 月 9









に」『下関市立大学論集』第 34 巻 3 号、1991、pp．29－70、 
鐸木昌之「北朝鮮の政治体制と冷戦―首領制国家における忠誠の形成と溶解を中心に」







school.com/contents/library/lb03/library_lb03_2271/97.htm〉2016 年 1 月 9 日にア
クセス 
金正日「主体思想教養で提起されるいくつかの問題について」〈http://www.ournation-
school.com/contents/library/lb03/library_lb03_2230/2009-07-30htm〉 2016 年 1







矢内 真理子（YANAI Mariko）＊  
 
1．はじめに 








1995 年 1 月 17 日午前 5 時 46 分に兵庫県淡路島北部を震源に発生した阪神・淡路大震





















                                                  
＊同志社大学大学院社会学研究科メディア学専攻博士後期課程。  
1 兵庫県ホームページ「阪神・淡路大震災の被害確定について（平成 18 年 5 月 19 日消防庁確定）」
http://web.pref.hyogo.jp/pa20/pa20_000000015.html（アクセス日 2015 年 12 月 28 日）  
2 神戸のテレビ局。  
3 林英夫、『安心報道』、集英社、2000 年、pp75-76。  









2015 年 12 月 25 日現在では 297 局5が放送を行っている。 
岩手県宮古市の「みやこさいがいエフエム」は 2011 年 3 月 22 日から放送を開始し、
地域の生活情報を発信してきた。また、可聴エリアである市内の仮設住宅全 2010 戸



























                                                  
5 日本コミュニティ放送協会ホームページ、http://www.jcba.jp/index.html（アクセス日 2015 年 12 月
28 日）  
6 矢内真理子、「東日本大震災におけるコミュニティ FM の役割と課題―みやこさいがいエフエムの取
り組みを通して―」、『メディア学』第 26 号、同志社大学大学院メディア学研究会、2011 年、p.72。  
7 池田らによると、「情報疎外者」とは「個人の特性である情報疎外の問題」であるとしている。池田


















実際に大災害に見舞われた時、誰が助けに来てくれるのか。2014 年 11 月 22 日午後 10





















                                                  
8 自助／共助／公助  | BCM Navi 用語集  - ニュートン・コンサルティング（アクセス日 2014 年 11
月 28 日）http://www.newton-consulting.co.jp/bcmnavi/glossary/subsidiarity.htm 
9 「クローズアップ２０１４：長野北部地震 要警戒地域の一つ」、毎日新聞、2014 年 11 月 24 日。  


















ント社、1995 年。  
三枝博之、藪田正弘、安富信、川西勝、森川暁子、舩木伸江、『災害報道―阪神・淡路大
震災の教訓から―』、晃洋書房、2008 年。  
日本火災学会、『兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書』1996 年。 




学研究会、2011 年。  
ラジオ関西震災報道記録班、『RADIO―AM 神戸 69 時間震災報道の記録』、長征社、




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































問いかけは国民国家の時代であった 20 世紀を人類史の観点から問い直すことでもある。  
                                                  
＊  京都大学地域研究統合情報センター、助教、京都大学博士（農学）。  
1 樺太史研究から観た日本植民地史研究の限界については、中山大将『亜寒帯植民地樺太の移民社会形
成』（京都大学学術出版会、2014 年、9-34 頁）を参照。  
2 地域史研究や境界研究に関する簡潔な解説は、中山大将「サハリン島と台湾島から見る境界地域史」
（福谷彬・中山大将・巫靚共編『2014 年度京都大学南京大学社会学人類学若手ワークショップ報告







陳 威瑨（CHEN Wei-chin）＊  
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      （翻訳 中山大将、巫靚） 
                                                  







楊 菁華（YANG Jinghua）＊  
 















Son）省の境界地帯である愛店鎮堪愛村の三つのヤオ族集落である。筆者は 2012 年 5 月、
















                                                  
＊ 南京大学、博士在读、社会人类学。 
1 参考：李岽：《越南边境民族政策对我国云南中越交界地区跨界民族的影响及对策研究》，





































































巫 靚（WU Liang）＊  
 
 日本における人口移動研究の始まりは 1980 年代に遡る。その集大成は 1993 年に岩波書
































                                                  
＊  京都大学人間・環境学研究科博士課程、日本学術振興会特別研究員 DC2。  
1 巫靚「日本帝国崩壊直後の人的移動―在日大陸籍者と台湾籍者の移動の諸相を中心に（1945～50 年）
―」『社会システム研究』第 17 号 163～178 頁、2014 年。同「戦後日本をめぐる中国大陸籍者と台湾











































                                                  




















































                                                  


































右に置いていた」1とある。実際小川は魯迅に会ったこともある。二人は 1935 年 3 月 21
日に上海の内山書店で初対面した。小川本人の回想によると、「そのとき何を話したか詳し
いことは憶えてませんのですけれども、ただ一つそのときだったにちがいないと思うのが、
『中国小説史略』を書いたときの話」2ということである。この回想は 1985 年 2 月『飇風』







                                                  
＊  京都大学文学研究科中国語学中国文学専修博士後期課程。  
1 小川環樹「『中国小説史の研究』序文」、『中国小説史の研究』、東京：岩波書店、1968 年、ⅵ頁。「こ
の年」とは小川氏が東北大学に赴任し、中国小説史を講じる第一年である。  



































































































                                                  
＊  京都大学大学院文学研究科、歴史文化学専攻東洋史学専修、博士課程二年。日本学術振興会特別研








































                                                  








































                                                  


































          マックス・ヴェーバーの比較歴史社会学  
           




































                                                  

































































１． 研究者はいかにして 20 世紀的枠組みを乗り越えられるのか？―地域と人間  























                                                  
* 京都大学地域研究統合情報センター助教／京都大学博士（農学）  
1 “Threats, insults and tyres slashed in Strathfield over planned comfort women memorial ,” The 
Sydney Morning Herald, August 16, 2015 （http://www.smh.com.au/nsw/threats-insults-and-
tyres-slashed-in-strathfield-over-comfort-women-memorial-20150814-giz7ri.html）。オーストラリ
アのストラスフィールド市の事例。  
2 李炳律『サハリンに生きた朝鮮人』北海道新聞社、2008 年、111-112 頁。  








































2015 年は湯川・朝永宣言から 40 年にあたる年でもあります。湯川秀樹博士と朝永振一
                                                  
4「教員養成系など学部廃止を要請  文科相、国立大に」『日本経済新聞  電子版』2015 年 6 月 8 日発
信（http://www.nikkei.com/article/DGXLASDG08HCT_Y5A600C1CR8000/ 最終閲覧：2015 年 11 月 13 日）。  
5 「国会前集会発言集（１）「安倍は人間じゃない。たたき斬ってやる」山口二郎法政大教授」『産経ニ
ュース』2015 年 8 月 31 日発信（http://www.sankei.com/politics/news/150831/plt1508310040-





































                                                  
6 安全保障関連法に反対する学者の会 http://anti-security-related-bill.jp/ 最終閲覧：2015 年 11 月
13 日）。日本国内の大学研究機関所属の研究者（研究員・非常勤講師除く）の総数は約 17 万人（日
本国文部科学省発表）なので、賛同者数（所属無しや研究員・非常勤講師・含む）はその 8％にあた
る。また、賛同者の 92％前後は政治学や法学以外の専門家である（2015 年 6 月 11 日時点）。  
7 日本国衆議院平和特別委員会 2015 年 6 月 22 日（衆議院インターネット審議中継 
http://www.shugiintv.go.jp/jp/index.php 最終閲覧：2015 年 11 月 13 日）。  
8「元慰安婦ら  韓国人教授著書の出版差し止め求め提訴へ」『朝鮮日報（Web 版）』2014 年 6 月 15 
日（http://www.chosunonline.com/site/data/html_dir/2014/06/15/2014061500858.html  最終閲
覧：2015 年 11 月 13 日）  









































                                                  
10 「慰安婦問題めぐる西岡氏の著書への損害賠償請求 最高裁が訴え棄却」『産経ニュース』2015 年 1
月 15 日発信 http://www.sankei.com/affairs/news/150115/afr1501150024-n1.html 最終閲覧：
2015 年 11 月 13 日）。なお、西岡力東京基督教大学教授は保守的言動で知られる人物である。  
11 日本国衆議憲法審査会 2015 年 6 月 22 日（衆議院インターネット審議中継 
http://www.shugiintv.go.jp/jp/index.php 最終閲覧：2015 年 11 月 13 日）。  
12 平出義明「あのとき それから サハリン残留 離別望郷翻弄された住民」『朝日新聞』2015 年 8
月 15 日（夕刊・東京版）、第 3 面。「引き揚げ」『Wikipedia（日本語版）』
（https://ja.wikipedia.org/wiki/ 






陳 威瑨（CHEN Wei-chin）＊  
 


































                                                  


































































































































                                                  
＊  南京大学歴史学院博士課程。  











































文化の造成力（plastische Kraft）」（同 130 頁）について論じた箇所である。原典は、Friedrich Wilhelm 
Nietzsche , Vom Nutzen und Nachteil der Historie für das Leben, 1874、である。  





































                                                  
3 伊恩•布魯瑪：《罪孽的報應：德國和日本的戰爭記憶》，倪韜譯，廣西師範大學出版社，2015 年，第 14
頁。＊訳者注：訳文は、イアン・ブルマ『戦争の記憶  : 日本人とドイツ人』（石井信平訳、TBS ブリ
タニカ、1994 年、10 頁）から引用した。なお、これは 1991 年にベルリンでブルマがナチス時代に関
する講演会に参加し時に受けた印象である。原書は、Ian Buruma, Wages of Guilt : Memories of War in 
Germany and Japan, Farrar, Straus, Giroux: New York, 1994、である。  
訳注 1 この「応答可能性」とは英語の responsibility もしくはその他ヨーロッパ諸語における当該語彙の






籟社、2011 年、28 頁）を引用・参照した。原書は、Aleida Assman, Geschichte im Gedächtnis : Von der 





































（翻訳 中山大将、巫靚）  
 
                                                  
5 布洛赫：《歷史學家的技藝》，張和聲，程鬱譯，上海社會科學院出版社，1992 年，第 12 頁。＊訳者
注：訳文は、マルク・ブロック『歴史のための弁明  : 歴史家の仕事』（讃井鉄男訳、岩波書店、1956
年、 iii, xi）からの引用である。なお、元の引用時には中略して会った部分も、読者の理解を考えて訳
文では省略せず引用した。原書は、Marc Bloch, Apologie pour l'histoire ou métier d'historien , 1941 であ
る。  
訳注 2 中国では大学のポストの上昇は国家の研究プロジェクトの申請数などが重要な条件になる。  







楊 菁華（YANG Jinghua）＊ 
 


































                                                  





















































































































                                                  

























































































                                                  
＊  京都大学地域研究統合情報センター、助教、京都大学博士（農学）。  
1 岩下明裕『北方領土・竹島・尖閣、これが解決策』朝日新聞社、2013 年、98-102 頁。  
2 高橋哲哉『戦後責任論』講談社、2005 年、53-54、58-60 頁。  

























































































































































































                                                  
訳注 1 以下、ニーチェの歴史論に関する訳にあたっては、フリードリヒ・ニーチェ「生にとつての歴史
の利弊について」（『反時代的考察  上巻』井上政次訳、岩波書店、1935 年）を参照し、参考となる該
当箇所を訳注に引用した。なお、同訳書では原文の「过量的历史」に相当するであろう訳語としては
「歴史の過度」（227 頁）のほかに「歴史の過剰」（139 頁）などが見られる。  




書、143 頁。  
訳注 4 「全くただ生を保存することを知つてゐるだけである、生むことを知らない、その故に何時も生




書、154 頁。  
訳注 6 「吾々はなほ中世に生きてゐる、歴史は依然として覆面せる神學である、と同様に、それをもつ
て非學問的の俗人が學問的の階級を取扱ふ所の畏敬は僧侶階級から傳承した畏敬である。」前掲書、













































                                                  
訳注 8 中国の作家、本名は凌解放。鄭州大学文学院長なども務めている。  





































































































































                                                   
＊國立臺灣大學歷史學系、助理教授、東京大学大学院総合文化研究科博士。 
1
 顏杏如，〈與帝國的腳步俱進—高橋鏡子的跨界、外地經驗與國家意識〉，《臺大歷史學報》第 52 期，
2013，頁 251-302。顏杏如，〈歌人尾崎孝子的移動與殖民地經驗—在新女性思潮航向夢想的「中間










越境的背後   
<內在的精神意識>  
1920 年，是高橋鏡子前往內蒙古，尾崎孝子前往臺灣的年代。同樣向日本帝國的勢力圈






























                                                  



















社會階層的越境與界線   




















































































Development Indicator 统计数据 1，截至 2014 年，中国的城市人口占比已达到 54.41%，而






的过程就蕴藏着潜在的政治风险。在 20 世纪 80 年代以来，以开发区建设热潮为引子的中国
版“圈地运动”，已经吞噬了 8300 多万亩耕地、清除了至少 140 万个自然村和 1 亿 2700 多万
小农（张玉林，2015）。虽然由此引发的群体性事件并无官方统计，但有报道引述“有关部门”







被开发，而用以补充的却主要是新开垦的低质量土地（Wang J. et al.，2011）。实际上，早
有学者指出流失的耕地更多集中于土地肥沃、每年可耕种二至三季的东部地区，而新开垦的
土地则集中在土地相对贫乏、每年可耕种一次的西部省份（Ash & Edmonds，1998）。 
                                                   
＊  南京大学社会学院，社会学系，硕士研究生。  
1 参见世界银行网站：http://data.worldbank.org/products/wdi/，最后访问 2015 年 12 月 24 日。  
2 参见网易新闻中心：http://news.163.com/06/0223/02/2AK5JMAF00011GGG.html，最后访问 2015 年 12 月 24 日。  








占比在 1960 年已达到 63.27%，截至 2014 年，该比例达到 93.02%。城乡边界的推移带来的问
题，在两国间也存在着相当的共性，例如争议数十年的“成田空港问题”就由于农村土地征
用所引发，不仅如此，根据日本农林水产省的统计数据，日本的粮食自给率从 1961 年以来一











    理解中国的土地征收制度，必须回顾新中国的土地政策演变，历次变革所确定的土地权
属结构、土地市场制度及配套的土地政策是对其进行检讨的起点。从 1949 年至今，中国的土
















    由此，中国形成了由农民集体享有土地所有权、农民享有土地承包经营权、宅基地使用
权的农村土地权属结构，以及人民政府主导的农村土地征收制度，该制度具有下列特点：人
民政府是唯一的征收主体、公共利益是唯一的征收理由，农村土地所有权市场的唯一买方是
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Agamben, Giorgio,1998,Homo Sacer: Sovereign Power and Bare Lige,trans. Daniel Heller-Roazen  
 Stanford: Stanford University Press.［アガンベン、2003、『ホモ・サケル：主権権力と剥き  





市野川容考、2007、「Ⅱ難民とは何か」、市野川容考・小森陽一『思考のフロンティア 難  
 民』、岩波新書、pp. 115-176。  
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荻野剛史、2012、「『ベトナム難民』の『定住化』プロセス–『ベトナム難民』と『重要な     





























1972-1973 年居延新簡的發現是邊境漢簡的又一次大發現。在 1960 年代爆發的文化大革
命所帶來的動亂總算開始平息的時期，考古隊對出土過居延漢簡的額濟納河流域漢代遺址進
行了第二次發掘，發現了大約兩萬枚漢簡。這次考古調查重點發掘了作為軍事設施的候官和
以及作為交通要衝的關所 1。關於在候官發現的約八千枚簡牘，其釋文於 1990 年出版，圖版
也於 1994 年出版。而在關所發現的約一萬兩千枚簡牘，直到 2011 年底才開始以圖書《肩水

































度上解決了這個問題 3。約佔全部三分之一的居延漢簡的出土地得到判明。而 1980 年社會科
學院考古研究所出版了《居延漢簡甲乙編》，這才意味著最終全部弄清了居延漢簡的出土地。 
就是說，從 1930 年發現起經歷五十年的歲月，全部居延漢簡的出土地才得到判明。 
  而且，為了避免中日戰爭的戰禍，1937 年居延漢簡被運往香港，1940 年又被運往美國。













第 12 卷第 3 號「居延漢簡の研究」特集號（1953 年）6，以及藤枝晃的《長城のまもり：河
西地方出土の漢代木簡の內容の概觀》（1955 年） 7。直到現在，還有很多學者參閱他們當




                                                   
2
 關於居延漢簡研究的艱難歷史，請參閱冨谷至《竹簡・木簡が語る中國古代：書記の文化史》（岩波書店、
2003 年），第 59-67 頁。 
3
 1977 年社會科學院設立以後，考古研究所附屬於社會科學院。 
4
 關於居延漢簡被運往香港和美國的事情，請參閱邢義田《傅斯年、胡適與居延漢簡的運美及返台》，《地
不愛寶：漢代的簡牘》（中華書局、2011 年），第 389-424 頁。 
5
 關於京都大學人文科學研究所的居延漢簡研究，請參閱永田英正所著『居延漢簡の研究』（同朋舍、1989














斷簡について」（1961 年），利用斷簡復原了漢代的詔令，明確了詔令的製作、傳達過程 9。 
  至 60 年代末，在居延漢簡古文書學研究方面，最重要的研究被發表了。這就是魯惟一先








簡的釋文公開出版。另外，圖版也於 1994 年出版。1972 年出土的居延新簡包含很多冊書，
而利用該冊書，可以明確漢代邊境的審判與軍事制度的實際樣貌。 
此外，2005 年《額濟納漢簡》的公開與 2011 年起《肩水金關漢簡》的公開，更進一步
深化了居延漢簡的研究。 
在以上邊境漢簡增多的背景下，居延新簡出土之後，京都大學人文科學研究所冨谷至教






                                                   

















































































我的调查地 P 村位于云南省澜沧拉祜族自治县。引发 P 村出现女性婚姻流动的一个原因













                                                   





省外人口分布，男性 2893 人，女性 8062 人，女性人口数量高出男性人口 2.5 倍。  
这种女性婚姻迁移冲击拉祜族的家庭形态。本来，拉祜族的亲属关系是双系的，没有牢































































Davin, Delia. 1999. Internal Migration in Contemporary China. New York: St. Martin’s 
Press. 
Fan, Cindy. 2002. Marriage and Migration in Transitional China: a Field Study of 
Gaozhou, Western Guangdong. Environment and Planning A. 34: 619–638. 








































2002 年东巴文化研究所的研究员通过走村串户才有了初步的统计，大概有 100 人左右。在众
多东巴中，年龄在 70 岁以上的老东巴全县不足 10 人，40 岁以上的中年东巴约 30 人，40 岁
以下的 60 人左右,其中包括一部分是学习东巴。解放前每个村都有东巴，最多有 10 个。现在
几乎是一个村不到一个。如果是比较权威的东巴，可能平均到每一个乡不到一个，整个丽江
地区统计下来没有到 10 个。因为东巴们年事已高，能够可以主持仪式的少之又少。于是，为































的东巴教大法师每年得到 5000 元的补助，而东巴法师每年 3000 元，东巴传承员每年 2000
元；而有固定就业收入的东巴教大法师每年只能拿到 2500 元，东巴法师每年 1500 元，东巴

















                                                   
2 玉水寨是丽江玉水寨生态旅游文化公司开发的一个景点，现在被誉为丽江东巴文化传承圣地。  
3 资料来源：http://dongba.lijiang.com/list/?1_1.html   
4 桑尼美：是纳西语，可以理解成“巫师”，一般是女性，通过占卜鬼魂来给人们祛病。  

























































































                                                   






[7] Robert Paul Weller. Rethinking Pluralism: Ritual, Experience, and Ambiguity.  












林 子博（LIN Zibo）＊ 
 
    本报告旨在对中国近十年来的日本道德教育研究的现状与动态加以梳理，在此基础之上，
结合报告人自身的研究课题，对该领域今后的研究趋势和发展动向进行展望。 






























                                                  
＊
 上海交通大学外国语学院，讲师，教育学博士。  
1 饶从满：《日本现代化进程中的道德教育》，山东人民出版社，2010 年版，第 11 页。  
2 比如朱伟文：《日本学校德育实施方式对我国的启示》，《高等农业教育》2011 年第 11 期；卜庆刚、柳海
















扎实有效的做法更加值得我们借鉴。”4   





















                                                                                                                                                           
等等。  
3 如李祖超：《发达国家高校思想政治教育内容与途径比较分析》，《中国高教研究》2006 年第 12 期；孙淑
秋、宋玉忠：《日本和韩国公民道德教育的相似性及其启示》，《思想政治教育研究》2010 年第 3 期。  
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6 曹能秀、王凌：《论战后日本道德教育的工具化倾向》，《云南师范大学学报（哲学社会科学版）》2006 年
第 38 卷第 3 期，第 40-41 页。  
7 饶从满：《日本现代化进程中的道德教育》，山东人民出版社，2010 年版，第 413-415 页。  







































                                                  
9 贝塚茂树监修『文献資料集成 日本道徳教育論争史』（日本図書センター、2015 年）。  
10 森田尚人「歴史の中の論争を通して道徳教育の本質に迫る」，貝塚茂樹监修『文献資料集成 日本道
徳教育論争史』（日本図書センター、2015 年）。  
11 教育勅语乃是 1890 年 10 月以明治天皇名义透过文部大臣发布的，指示日本教育方针的诏书，宣称皇室
的祖先确立了“臣民”的道德，把“臣民”团结一致实践忠孝道德规定为“国体的精华”和“教育的渊
源”。直到 1948 年国会决议宣告其被废除为止，它一直被作为日本帝国教育的根本规范。  





































                                                  





《中国哲学史》2015 年第 1 期。  






















    在亚洲，率先完成国家近代化的日本，也输入了这样一种理论。德国的国家有机体学说
随着加藤弘之在一八七五年翻译出版布伦奇利的《国家泛论》而得到认识。但当时这种舶来
的国家观在日本并没有得到完全正确的理解。 
















    虽然亲身聆听过施泰因课程的伊藤博文以及海江田信义，将德国的国家有机体学说中的
‘人格’概念错误理解为‘人体’，但从另一个角度来说，‘如果国家有机体学说，有意被视
                                                   
＊ 京都大学大学院，博士课程。  
1 嘉户一将“作为身体的国家—明治宪法体制与国家有机体论”p9 


























    从革命领袖观我们可以知道，领袖相较于普通的民众，几乎是一钟全知全能的存在，其
权力更是无可比拟。所谓的革命斗争，其实是就是在民众在领袖的指示下，完成领袖的构想
的过程。人民大众为了革命的胜利而对领袖尽忠就是在这样的理论下得到保障的。 











    金日成拥有国家最高权力的正当性归根结底来源于抗日游击战争，但从历史上来说，拥
                                                   
3 嘉户一将“作为身体的国家—明治国家宪法体制与国家有机体论”p15 
4 铃木昌之“朝鲜的政治体制与冷战—以领袖制国家中忠诚的形成与溶解为中心”  26  
5 金正日“关于在活动家中牢固树立主体革命观”。原文为朝鲜语，引用部分由笔者翻译。  






















立大学论集.1991. 34 (3):29-70 
铎木昌之.朝鲜的政治体制与冷战-以首领制国家忠诚的形成与溶解为中心[J].新防卫论集. 
1997. 25(1):24-40 
古田博司.天皇与首领-隐藏在东亚有机体论下的暗流 [J].大航海.2003. 45 : 143-149 
嘉户一将.作为身体的国家-明治宪法体制与国家有机体学说 [J].相爱大学人文科学研究所研
究年报.2010.4:9-20 











矢内 真理子（YANAI Mariko）＊ 
 
1．序言 







  1995 年 1 月 17 日早上 5 时 46 分以兵库县淡路岛北部为震源发生的阪神·淡路大地震
是一场震级为里氏 7.3 级，最大震度为 7，造成了 6434 名遇难者1的大规模灾害。  














  日本灾害信息基础设施的发展当中，不能不提到社区广播的存在。社区广播是把 1 个市
町村作为可收听范围的小规模的广播电台，在日本从 1992 年开始使用，而由于阪神·淡路
大震灾时在神户市长田区进行多语言广播的社区广播电台“FMYY”、从兵库县厅进行广播的
临时灾害广播台“FM Phenix”、作为 AM 广播电台在自身受灾的情况下仍继续广播平安信
息和生活信息的“AM 神户”（现关西广播电台）等的活跃，与之后的“灾害时要靠广播”的
认识一起，渐渐在全国范围内推广开来。在东日本大震灾时，东北地区的许多社区广播电台
                                                   
＊同志社大学研究生院社会学研究科媒体学专攻博士生。  
1 兵库县主页「阪神・淡路大震災の被害確定について（平成 18 年 5 月 19 日消防庁確定）」
http://web.pref.hyogo.jp/pa20/pa20_000000015.html（2015 年 12 月 28 日查看）  
2 神户的一家电视台。  
3 林英夫，『安心報道』，集英社，2000 年，pp75-76。  






至 2015 年 12 月 25 日为止，有 297 家电台5在进行广播。  
  岩手县宫古市的“宫古灾害 FM”自 2011 年 3 月 22 日开始广播，一直向地方传达着生































                                                   
5 日本社区放送协会主页，http://www.jcba.jp/index.html（2015 年 12 月 28 日查看）  
6 矢内真理子，「東日本大震災におけるコミュニティ FM の役割と課題―みやこさいがいエフエムの取り
組みを通して―」，『メディア学』第 26 号，同志社大学大学院メディア学研究会，2011 年，p.72。  
7 据池田等人的研究，“信息疏远者”指“作为个人特性的信息疏远的问题”。池田謙一編，『震災から見え
る情報メディアとネットワーク』，東洋経済新報社，2015 年，p.230。  











6．居民之间 “共助”的举措——从 2014 年长野县神城断层地震说起 
  实际遭遇大灾害时，到底是什么人来救助我们？在 2014 年 11 月 22 日晚 10 时 11 分发





























                                                   
9 「クローズアップ２０１４：長野北部地震 要警戒地域の一つ」，毎日新聞，2014 年 11 月 24 日。  






















编辑和翻译: 姜海日、巫靓、中山大将、福谷彬、趙偵宇、郭玫珂、楊維公  
 
































































































































































































时中华民国驻美国大使的胡适。之后，据说在 1958 年和 1965 年台湾人去察看汉简的情形时，
封印完全没有被打开过的痕迹。报告时已经提到，1965 年是居延汉简被返还台湾的年份。我
想，从这一点来看，可以认为居延汉简在美国的 25 年间完全没有进行任何研究。  
 



























































































报告者：林  子博 点评人：丁  韦尼阿明  


























































































































































































































































































































                                                   
＊京都大學地域研究統合信息中心  助理教授 / 京都大學博士（農學）  
1 有關地域史研究及境界研究的簡要介紹請參見: 中山大将「从萨哈林岛以及台湾岛来看的边界地域史」
（福谷彬・中山大将・巫靚共編『2014 年度京都大学南京大学社会学人類学若手ワークショップ報告論







陳 威瑨（CHEN Wei-chin）＊ 
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1. 南京市檔案館檔案。  
2. 《南京大屠殺史料集》第 21 卷《日軍罪行調查委員會調查統計》（郭必強、姜良芹等編），
第 24 卷《南京審判》（胡菊蓉編），江蘇人民出版社，2006 年。  
3. 《侵華日軍南京大屠殺江東門“萬人坑”遺址的發掘與考證》，（朱成山主編，江蘇古籍出
版社，2002 年）。 
                                                  




















个瑶族村屯。笔者分别于 2012 年 5 月，2013 年 2 月及 2014 年 4 月三次前往田野点进行实地





















                                                   
＊ 南京大学、博士在读、社会人类学。  
1 参见：李岽：《越南边境民族政策对我国云南中越交界地区跨界民族的影响及对策研究》，中央民族大学




- 1 - 
南宋四书学与自由讨论的风气 
 












    我关心的是上述这种尊重互相差异、切磋交流的宋代士大夫的学术风气。我认为宋代思
想界的这样的情况有两个背景。一是，宋太祖赵匡胤以来的国是“不得由于言论杀士大夫”。 
二是，宋代士大夫有着共通的思想基础――“四书”。 











   
                                                        







巫 靓（WU Liang）＊  
 
























（勉誠出版、2013 年）（帝国之后的人的移动——后殖民主义与国际主义的交叉点）。  
    笔者的研究正是在以上背景下进行的。与以往研究中多探讨的日本人和朝鲜半岛人的移
动相比，中国人、台湾人的移动较少受到关注。笔者特别对台湾人的部分进行了梳理。在从






                                                   
＊ 日本京都大学人间环境学研究科博士生、日本学术振兴会特别研究员 DC2。  
1 巫靓《日本帝国崩壊直後の人的移動―在日大陸籍者と台湾籍者の移動の諸相を中心に（1945～50 年）
―》《社会システム研究》第 17 号 163～178 頁、2014 年。同《戦後日本をめぐる中国大陸籍者と台湾

















    但是，狩猎采集民通常短则数周，长则数月都在森林中从事狩猎采集活动，而且，还会
不时被雇佣到采伐公司去工作或参与道路建设。因此狩猎采集民的生活并不总是依赖于农民。 




    引入经济作物可以说促进了地区内部的劳动雇佣化以及以现金为基础的生活方式。但从
该地区的事例中可以知道，依靠着习惯性利用森林资源而维系下来的人与人之间的关系，才
是令与世界经济紧密相连的可可生产得以维系的关键。  



















                                                   


















大提供来源之一就是 Global South 社会。以往的移民研究一直以迁移地为主，对移民在迁移
之后的地方如何适应、如何生活作为主要研究对象。移民与移民母村关系的研究，从移民研








































    虽说出发点不尽相同，但是在执笔过程中，小川似乎始终非常重视鲁迅的著作。序文中
提到“在京大读书期间已经读了鲁迅的著作，但这一年中一直将其放在手边”1。事实上小川
也曾与鲁迅会面。两人于 1935 年 3 月 21 日在上海的内山书店初次相会。根据小川本人的回
忆，“已经不记得当时说的详细内容了，但是我想有一件事一定是那时讲的，就是撰写《中国





    笔者希望通过对日本中国文学研究乃至海外中国文学研究和中国本土的中国文学研究进
行比较，从中可以探寻出能够应用于中国文学研究领域的新方法。 
                                                   
＊ 京都大学文学研究科中国语学中国文学专业博士生。  
1 小川環樹「『中国小説史の研究』序文」，『中国小説史の研究』，东京：岩波書店，1968 年，第ⅵ页。笔
者译。“这一年”指小川赴任东北大学讲授中国小说史的第一年。  
2 小川環樹「留学の追憶――魯迅の印象その他」，收录于『飇風』第 18 号，宇治：飇風の会，1985 年，











































                                                   




























































    其次，我想简单谈一下俄罗斯文学中关于“深渊”这一概念的历史。波梅兰茨认为:深渊

















                                                   

































                                                  






















第一篇  从近代化框架中的脱离：关于官僚制的再批判 
第二篇  对儒教资本主义的反批判 
第三篇  在自然法与法律实证主义的中间 
第四篇  韦伯的封建制论：以契约概念为中心 
第五篇  比较的精神：围绕法与城市 
第六篇  韦伯与齐美尔的比较：从思想史的角度 
 



























































































                                                   
*
 京都大學地域研究綜合信息中心助教、京都大學博士（農學）  
1
 “Threats, insults and tyres slashed in Strathfield over planned comfort women memorial ,”  The Sydney Morning 













































                                                   
3
 蔡棍燦『台湾人と日本精神』日本教文社、2000 年、154 頁。  
4「教員養成系など学部廃止を要請  文科相、国立大に」『日本経済新聞  電子版』2015 年 6 月 8 日発信
（http://www.nikkei.com/article/DGXLASDG08HCT_Y5A600C1CR8000/  最終閲覧：2015 年 11 月 13 日）。  
5
 「国会前集会発言集（１）「安倍は人間じゃない。たたき斬ってやる」山口二郎法政大教授」『産経ニ
ュース』2015 年 8 月 31 日発信（http://www.sankei.com/politics/news/150831/plt1508310040-n2.html 最終閲覧：


































                                                   
6
 安全保障関連法に反対する学者の会  http://anti-security-related-bill.jp/ 最終閲覧：2015 年 11 月 13 日）。
根據日本教育部公佈的消息，在日本國內所屬大學研究機關的研究者（除了研究員及外聘講師）總數大
約爲 17 萬名，贊同者數（包括不所屬機關的人、研究員及外聘講師在內）相當於總數的 8%。另外，政治
學法學之外專家佔有贊同者的 92%左右（由 2015 年 6 月 11 日的數據分析得出）。  
7
 日本国衆議院平和特別委員会 2015 年 6 月 22 日（衆議院インターネット審議中継  
http://www.shugiintv.go.jp/jp/index.php 最終閲覧：2015 年 11 月 13 日）。  
8
 日本也出現過同樣的情況。比如「慰安婦問題めぐる西岡氏の著書への損害賠償請求  最高裁が訴え棄
却」『産経ニュース』2015 年 1 月 15 日発信  http://www.sankei.com/affairs/news/150115/afr1501150024-n1.html 
最終閲覧：2015 年 11 月 13 日）。  
補充一句，這位西崗力東京基督教大學教授多被認為是日本保守派知識分子。  
9













2015 年是天皇機關說事件 80 周年。東京帝國大學名譽教授美濃部達吉博士在大正元年
（西曆 1912 年）曾提出民主的天皇制學說——“天皇機關說”，并因此被認為是大正民主化






















                                                   
10
 日本国衆議憲法審査会 2015 年 6 月 22 日（衆議院インターネット審議中継  
http://www.shugiintv.go.jp/jp/index.php 最終閲覧：2015 年 11 月 13 日）。  
11
 平出義明「あのとき  それから  サハリン残留  離別望郷翻弄された住民」『朝日新聞』2015 年 8 月
15 日（夕刊・東京版）、第 3 面。「引き揚げ」『Wikipedia（日本語版）』（https://ja.wikipedia.org/wiki/  







陳 威瑨（CHEN Wei-Chin）＊ 
 
1.研究者如何逾越二十世紀的框架？——地域與人 
    關於東亞人文社會研究學者在當前的任務，也就是應該以地域與人，而非從國家與民族
的角度出發來思考的問題，我認為這個問題意識呼應了東亞目前在「和解共生」方面的重重
困難。這種困難的形成，可以追溯到中國古代的「天下」帝國體制以及西方現代化的影響。 
























    以上從東亞地域的視角來稍微探討國際間在和解共生上有哪些歷史背景造成的困難。至
於各國內部的困難，例如日本內部左翼與右翼的爭執，以及中華民國政權在流亡至台灣的前
                                                   








































































































                                                   
＊ 中國·南京大學歷史學院博士生。  
1 科瓦莉：《寒星下的布拉格 1941-1968》，張芸譯，花城出版社，2014 年，第 51 頁。 







































                                                   
3 田川、林平芳編著：《尋找英雄 抗日戰爭之民間調查》，廣西師範大學出版社，2006 年，第 247-250
頁。 
4 伊恩•布魯瑪：《罪孽的報應：德國和日本的戰爭記憶》，倪韜譯，廣西師範大學出版社，2015 年，第 14
頁。 


























                                                   







杨 菁华（YANG Jinghua）＊ 
 


































                                                   


















































































    值得引以自律的一点是，提供这些信息的往往是研究者。即我们有可能成为共犯。作为
“意识产业”(Hans Magnus Enzensberge)，媒体所提供给我们的是能够概括某一事件的便利
                                                        






    美国历史学家丹尼尔·布尔斯廷(Daniel Joseph Boorstin)曾在他的经典著作《美国虚构
事件导论》（The Image: A Guide to Pseudo-events in America）（1962）中提出“媒体
制造事实”的观点，而对于现代媒体而言，制造事实已成为司空见惯的事。观众也更认可媒
体加工的，即媒体制造的事实，而非那些最原始的事实。 
    比如我们从旅行社的广告或导游指南中所刊载的旅游胜地中即可看到类似的倾向。又诸
如一部分的社会学家在出现大事件时定会以一些关键词为核心造出一些新的理论，我觉得这
种做法很有可能会与媒体陷入共犯的危险境地。 
    在这种情况之下，“学术的自由”究竟是什么呢？我觉得这是不为切合媒体的要求，任
意甩卖自己的研究成果，并保持不屈不饶契而不舍的态度。与媒体要求不符的都是“不切合
的实际”。而研究者的工作不正是阐明这些“不切合的实际”吗？ 


















































                                                   
＊ 京都大學地域研究綜合信息中心助教、京都大學博士（農學） . 
1 岩下明裕『北方領土・竹島・尖閣、これが解決策』朝日新聞社、2013 年、98-102 頁。  
2 高橋哲哉『戦後責任論』講談社、2005 年、53-54, 58-60 頁。  
































































































































































































































































































想。谢谢大家！ (翻译 巫靓) 
                                                  
＊  京都大学大学院人間・環境学研究科教授。  



























































































































































                                                  










































                                                  





























中山 大将（NAKAYAMA Taisho）＊  
 
本ワークショップの特徴は、日本と中国の大学間の若手の国際的ワークショップである

































                                                   


























































                                                  







































福谷彬 巫靚 中山大将 







    本次论坛受到京都大学大学院文学研究科以及人间环境学研究科的资助，谨此表示衷心
感谢。 





























福谷彬 巫靓 中山大将 






报告者 報告者 報告者 
 
顔 杏如   
YEN Hsin-Ju 
国立台湾大学歴史学科 助理教授 東京大学大学院総合文化研究科博士。 
國立臺灣大學歷史學系 助理教授 東京大学大学院総合文化研究科博士。  











京都大学大学院農学研究科博士研究生   




京都大学 非常勤講師 文学博士。 
京都大學 文學系 外聘講師。 




京都大学東南アジア研究所 連携研究員 博士。 
京都大学东南亚研究所 协作研究员 博士。 










上海交通大学 講師 京都大学博士（教育学）。 
上海交通大学  讲师  京都大学博士（教育学）。 





京都大学大学院人间环境学研究科博士研究生    *口译/翻译 






Doctoral Course Student, Doshisha University Graduate School of Social Studies / JSPS Researcher 
   
顏 杏如   
肖 仕豪 
瀬戸徐 映里奈 
野口 優  
堀江 未央  
和 川军 
林 子博   




点评人 評者 點評人 
巫 靓 
WU Liang 
京都大学大学院人間・環境学研究科博士後期課程／日本学術振興会特別研究員  ＊翻訳 
京都大学大学院人间环境学研究科博士研究生/日本学术振兴会特别研究员       *翻译 




龍谷大学農学部講師 / 京都大学博士（農学） 
龙谷大学农学部讲师 / 京都大学博士（农学） 





京都大学大学院文学研究科博士研究生   *口译 





京都大学大学院文学研究科博士研究生    *口译/翻译 












Doctoral Course Student, Graduate School of Letters, Kyoto University 
 
丁 韦尼阿明 
TEN Veniamin / ТЕН Вениамин  
京都大学大学院人間・環境学研究科博士後期課程 
京都大学大学院人间环境学研究科博士研究生 




国立台湾大学中国文学系博士課程 / 台湾警察専科学校兼任講師 
國立臺灣大學中國文學系博士班研究生, 臺灣警察專科學校兼任講師 






Doctoral Course Student, Graduate School of Human and Environmental Studies, Kyoto University / JSPS Researcher 













提起人/讨论者 提起者・討論者 提起人/討論者 
 
中山 大将 
NAKAYAMA Taisho  
京都大学地域研究統合情報センター 助教 / 京都大学博士（農学）  ＊翻訳 
京都大學地域研究統合信息中心 助理教授/ 京都大學博士（農學） ＊翻譯 
Assistant Professor, Center for Integrated Are Studies, Kyoto University / Dr of Agricultural Science 
 
福谷 彬   
FUKUTANI Akira 
京都大学大学院文学研究科博士後期課程/日本学術振興会特別研究員 ＊翻訳 
京都大学大学院文学研究科博士研究生/日本学术振兴会特别研究员   *翻译 
Doctoral Course Student, Graduate School of Letters, Kyoto University / JSPS Researcher 
 
陳  威瑨 
CHEN Wei-Chin 
中央研究院中国文哲研究所ポスドク研究員 / 台湾師範大学国文学系博士 
中央研究院中國文哲研究所博士後研究員 / 台灣師範大學國文學系博士 












Doctoral Course Student, School of History, Nanjing University 
  




京都大学大学院文学研究科修士課程  ＊通訳/翻訳 
京都大學大學院文學研究科碩士研究生 *口譯/翻譯 




京都大学大学院文学研究科修士課程  ＊翻訳 
京都大學大學院文學研究科碩士研究生 *翻譯 




京都大学大学院教育学研究科修士課程  ＊翻訳 
京都大學大學院教育學研究科碩士研究生 *翻譯 
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